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NEWS&TOPICS…Ｐ５　オンライン飲み会、コロナ禍での父親の会の取り組み
　　　　　　　　　　　　　　　　～横浜市自閉症協会のおやじの会～
県社協のひろば…P10　 職員のメンタルヘルス、若い職員の定着のために

　　　　　　　　　　　　　～本会施設部会理事長・施設長セミナー開催

 【詳しくは12面へ】　撮影：菊地信夫

▶今月の表紙　 絵本を通して子育て支援を「みんなの絵本のおうち」―代表　森川美代子さん（泉区）

特 集 …Ｐ２～４ 住民参加と様々な主体の協働による誰もが尊重され
 安心して生活できる地域づくりの推進 ― 令和４年度事業計画・予算



特
集

住民参加と様々な主体の協働による
誰もが尊重され安心して生活できる地域づくりの推進

令
和
４
年
度
事
業
推
進
方
針

　

令
和
４
年
度
は
、「
神
奈
川
県
社
会
福
祉

協
議
会　

活
動
推
進
計
画
」
３
カ
年
計
画

の
２
年
目
に
あ
た
り
、
基
本
目
標
の
達
成

に
向
け
て
、
事
業
の
着
実
な
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
市

町
村
域
に
お
け
る
包
括
的
支
援
体
制
の
整

備
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、「
相
談
支
援
」「
参

加
支
援
」「
地
域
づ
く
り
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の

観
点
か
ら
、
各
部
会
事
業
を
は
じ
め
、
権

利
擁
護
と
地
域
で
生
活
を
支
え
る
事
業
へ

の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

む
け
た
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

働
く
場
で
あ
る
法
人
・
施
設
、
事
業
所
の

運
営
が
安
定
的
で
魅
力
的
な
職
場
と
な
る

よ
う
、
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
支
援
等
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
留
意
し
な
が

ら
、「
誰
も
が
尊
重
さ
れ
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
」
を
目
指
し
、

会
員
を
は
じ
め
と
し
た
公
私
の
関
係
機

関
・
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
主
な
取
り
組
み

基
本
目
標
Ⅰ　

市
町
村
域
に
お

け
る
包
括
的
整
備
の
推
進

重
点
課
題
Ⅰ　

包
括
的
支
援
体
制
構
築
の

た
め
の
総
合
的
な
相
談
支
援
の
推
進

〈
重
点
課
題
対
応
事
業
〉

○
計
画
事
業
Ⅰ

－
１

－

（
１
）
総
合
的
な

相
談
支
援
の
基
盤
づ
く
り
支
援　

○
計
画
事
業
Ⅰ

－

１

－

（
２
）
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働

○
計
画
事
業
Ⅰ

－

１

－

（
３
）
社
会
福
祉

法
人
と
の
協
働

〈
関
連
事
業
〉

○
計
画
事
業
Ⅰ

－

２

－

（
１
）
権
利
擁
護

の
体
制
づ
く
り
の
推
進

○
計
画
事
業
Ⅰ

－

２

－

（
３
）
生
活
困
窮

者
等
を
地
域
で
支
え
る
取
り
組
み
の
推
進

◇
市
町
村
域
で
「
相
談
支
援
」「
参
加
支

援
」「
地
域
づ
く
り
」
を
一
体
的
に
す
す

め
る
包
括
的
支
援
体
制
構
築
の
動
き
に

向
け
、
行
政
と
社
協
が
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
、
社
会
福
祉
法
人
や
民
生
委
員

児
童
委
員
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◇
包
括
的
支
援
体
制
の
先
行
地
域
に
お
け

る
状
況
や
課
題
を
把
握
し
、
県
内
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、行

政
・
社
協
地
域
福
祉
担
当
者
連
絡
会
や

包
括
的
支
援
体
制
構
築
懇
話
会
等
を
実

施
し
ま
す
。

◇
相
談
支
援
機
関
や
社
協
職
員
お
よ
び
民

生
委
員
児
童
委
員
や
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
福
祉
の
担
い
手

全
て
が
、
制
度
の
枠
組
み
や
属
性
を
超

え
て
つ
な
が
り
、
地
域
の
課
題
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
各
種
研
修
や
職
員
の
育

　本会活動推進計画の着実な推進に向けて、令和４年度事業計画・予算が、３月に
開催された定時理事会並びに評議員会において承認されました。
　その概要について、３つの基本目標と重点課題並びに事業推進に向けた本会組織
活動基盤の整備に沿い紹介します。

成
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
個
別
支
援

と
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
一
体
的

に
進
め
る
た
め
、
地
域
の
担
い
手
不
足

に
関
す
る
解
決
策
の
検
討
な
ど
、
地
域

の
活
動
の
基
盤
づ
く
り
へ
の
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

◇
「
か
な
が
わ
の
社
協
指
針
２
０
２
０
」を

踏
ま
え
、「
個
別
支
援
」
と
「
地
域
支

援
」の
２
つ
の
機
能
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
・

体
制
の
確
立
等
に
向
け
、
社
協
の
機
能

発
揮
に
向
け
た
組
織
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　

特
に
職
員
育
成
に
つ
い
て
は
、
社
協

の
専
門
性
と
組
織
特
性
を
踏
ま
え
、「
社

協
・
地
域
福
祉
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
作
成
す
る
指
針
を
基
に
、
研
修

や
情
報
交
換
の
場
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅱ　

多
様
な
参
加
の
機
会

と
役
割
を
生
み
出
す
地
域
づ
く
り

重
点
課
題
Ⅱ　

地
域
で
の
活
動
の
関
係
性

を
広
げ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
へ
の
支
援

〈
重
点
課
題
対
応
事
業
〉

○
計
画
事
業
Ⅱ

－

１

－

（
１
）
活
動
を
広

げ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
推
進　

◇
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

県
域
・
広
域
機
関
と
し
て
の
機
能
を
整

理
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◇
市
町
村
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

と
の
協
働
等
を
通
し
て
、
住
民
の
福
祉

意
識
の
醸
成
や
地
域
福
祉
へ
の
参
加
促

進
を
図
り
ま
す
。
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◇
多
様
な
主
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充

を
目
指
し
、
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
紹
介
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
着
手
し
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅲ　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化

重
点
課
題
Ⅲ　

多
様
な
福
祉
人
材
が
活
躍

す
る
職
場
環
境
づ
く
り

〈
重
点
課
題
対
応
事
業
〉

○
計
画
事
業
Ⅲ

－

１

－

（
１
）
社
会
福
祉

法
人
・
施
設
等
の
専
門
性
を
活
か
し
た

取
り
組
み
の
推
進

〈
関
連
事
業
〉

○
計
画
事
業
Ⅲ

－

２

－

（
１
）
福
祉
人
材

育
成
研
修
の
充
実

○
計
画
事
業
Ⅲ

－

３

－

（
１
）
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
機
能
の
強
化

◇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や
地
域
に

根
差
し
た
取
り
組
み
の
推
進
の
た
め
、

会
員
相
互
の
課
題
共
有
と
課
題
解
決
に

向
け
た
学
び
合
い
や
情
報
発
信
等
の
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
専
門
的

な
助
言
を
行
う
経
営
指
導
事
業
等
に
よ

り
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
、
事
業
所
の

安
定
的
な
経
営
・
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

◇
法
人
・
事
業
所
と
連
携
し
て
福
祉
従
事

者
の
育
成
に
取
り
組
む
た
め
に
、
福
祉

従
事
者
と
し
て
の〝
学
び
〞の
意
義
と
、

Ｏ
Ｆ
Ｆ

－

Ｊ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
継
続
し

た〝
学
び
の
機
会
〞の
確
保
に
つ
い
て
、

県
域
の
研
修
機
関
と
し
て
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

◇
事
業
実
施
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連

携
し
て
、人
材
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
一
元
化
し
、
発
信
す
る
こ
と
に

努
め
ま
す
。

事
業
推
進
に
向
け
た
本
会
組
織・

活
動
基
盤
の
整
備

〈
主
な
対
応
事
業
〉

○
組
織
・
活
動
基
盤
の
強
化

○
課
題
共
有
・
情
報
発
信
の
取
り
組
み

◇
本
会
が
持
つ
機
能
を
総
合
的
に
発
揮
し

た
事
業
展
開
に
向
け
て
、
職
員
の
専
門

性
向
上
や
定
着
へ
向
け
研
修
計
画
の
改

定
や
階
層
別
・
課
題
別
研
修
を
実
施
し

ま
す
。

◇
部
会
協
議
会
活
動
や
政
策
提
言
活
動
等

か
ら
集
約
し
た
福
祉
現
場
の
課
題
に
つ

い
て
、
会
員
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機

関
・
団
体
に
発
信
し
共
有
を
図
り
、
主

体
間
の
連
携
・
協
働
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
さ
ら
に
検
討
や
共
有
が
必
要
な
課

題
に
つ
い
て
は
、
会
員
間
の
共
有
や
課

題
へ
の
対
応
に
向
け
て
、
意
見
交
換
等

の
場
を
設
け
ま
す
。

◇
災
害
時
を
は
じ
め
と
し
た
非
常
時
へ
の

対
応
と
し
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
等
災
害
時
体
制

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。（

企
画
課
）

〈令和４年度　計画事業一覧〉

基本目標Ⅰ　市町村域における包括的支援体制整備の推進
推進項目Ⅰ－１　総合的な相談支援の取り組みへの支援
計画事業Ⅰ－１－【１】総合的な相談支援の基盤づくり支援
計画事業Ⅰ－１－【２】市町村社会福祉協議会との協働
計画事業Ⅰ－１－【３】社会福祉法人との協働
計画事業Ⅰ－１－【４】民生委員児童委員活動との協働
推進項目Ⅰ－２　権利擁護と地域で生活を支える事業への支援
計画事業Ⅰ－２－【１】権利擁護の体制づくりの推進
計画事業Ⅰ－２－【２】生活福祉資金貸付事業を通じた自立生活の支援
計画事業Ⅰ－２－【３】生活困窮者等を地域で支える取り組みの推進

基本目標Ⅱ　多様な参加の機会と役割を生み出す地域づくり
推進項目Ⅱ－１　多様な主体をつなげる取り組みの推進
計画事業Ⅱ－１－【１】活動を広げるコーディネートの推進

基本目標Ⅲ　福祉サービスの質の向上に向けた取り組みの強化
推進項目Ⅲ－１　福祉従事者の職場環境づくりへの支援づくり
計画事業Ⅲ－１－【１】社会福祉法人・施設等の専門性を活かした取り組みの推進
計画事業Ⅲ－１－【２】福祉サービスの改善への支援
推進項目Ⅲ－２　福祉従事者の専門性向上への取り組み
計画事業Ⅲ－２－【１】福祉人材育成研修の充実
計画事業Ⅲ－２－【２】福祉・介護事業者等の人材育成の取り組みの支援
計画事業Ⅲ－２－【３】資格取得支援に向けた取り組みの実施
推進項目Ⅲ－３　福祉人材の確保に向けた取り組み
計画事業Ⅲ－３－【１】福祉人材センター機能の強化
計画事業Ⅲ－３－【２】福祉・介護の仕事の理解促進に向けた取り組みの充実
計画事業Ⅲ－３－【３】かながわ保育士・保育所支援センター事業の運営
計画事業Ⅲ－３－【４】 資格取得並びに有資格者の就労支援を目的とした各種貸

付事業の実施

本会活動の基盤整備と強化
１　本会組織・活動基盤の強化
（１）組織・活動基盤の強化
（２）災害時における関係機関・団体との協働
２　共通課題の解決に向けた情報発信
（１）課題共有・情報発信の取り組み

SPECIAL EDITION
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令和４年度　総合資金収支予算書【収入総額】
（自）令和４年４月１日
（至）令和５年３月31日 （単位：千円）

会計及び事業区分、拠点区分 当初予算額 前年度予算額 増　減

総　合　計 16,855,447 24,664,373 △ 7,808,926

１　一般会計 6,796,738 9,570,450 △ 2,773,712

（１）社会福祉事業区分 5,439,685 8,882,129 △ 3,442,444

社会福祉事業拠点区分 5,439,685 8,882,129 △ 3,442,444

（２）公益事業区分 1,263,971 620,728 643,243

公益事業拠点区分 1,263,971 620,728 643,243

（３）収益事業区分 93,082 67,593 25,489

収益事業拠点区分 93,082 67,593 25,489

２　生活福祉資金会計 10,058,709 15,093,923 △ 5,035,214

生活福祉資金特別会計 9,026,797 14,071,732 △ 5,044,935

県単生活福祉資金特別会計 659 1,067 △ 408

生活福祉資金貸付事務費特別会計 942,307 932,121 10,186

要保護世帯向け不動産担保型生活資金特別会計 88,002 88,002 0

臨時特例つなぎ資金特別会計 944 1,001 △ 57
※総合計及び一般会計、社会福祉事業区分、社会福祉事業拠点区分の計上額は内部取引高を含む総額表示

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

令和４年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＊4月1日付で前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用
【新設】特定感染症

重点プラン

550円

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

＜基本プランに加入される方へ＞

◆年度途中でボランティア活動保険に加入する場合には「特定感染
　症重点プラン」への加入をおすすめします。

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ21-10723より抜粋して作成〉

SPECIAL EDITION
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オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
父
親
の
会
の
取
り
組
み

 

〜（
一
社
）横
浜
市
自
閉
症
協
会
の
お
や
じ
の
会
〜

　

障
害
者
団
体
、
障
害
者
親
の
会
な
ど

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
対
面
方
式
で

の
会
合
の
実
施
が
難
し
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
し
て
や
会
合
終
了

後
の
交
流
会
を
持
つ
こ
と
は
感
染
へ
の

不
安
か
ら
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
横
浜
市
自
閉
症
協

会
で
は
、
父
親
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
飲
み
会
を
月

一
回
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

● 

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
程
度
、
状
況

を
乗
り
越
え
て

　

横
浜
市
自
閉
症
協
会
は
、
主
に
自
閉

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
お
子
さ
ん
を
持
つ

保
護
者
か
ら
成
る
会
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
障
害
の
程
度
、
状
況
、
家
庭
環
境
は

み
な
違
い
ま
す
が
、
共
通
項
の
取
り
組

み
や
相
互
親
睦
を
図
る
会
と
し
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
会
に
参
加
す
る
動
機
も
さ
ま
ざ

ま
で
、
自
分
の
家
族
の
た
め
の
情
報
が

ほ
し
い
と
い
う
人
も
い
れ
ば
、
制
度
上

の
閉
塞
し
た
状
況
を
少
し
で
も
変
え
た

い
の
で
、
行
政
と
の
窓
口
に
な
っ
て
欲

し
い
と
い
う
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

●
活
動
の
停
滞
期
を
乗
り
越
え
て

に
見
え
て
も
ま
だ
ま
だ
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
、
諸
外
国
か
ら
ど
の
よ
う
に

学
ぶ
か
も
意
見
交
換
を
し
て
い
き
ま
し

た
。
マ
ス
ク
を
つ
け
た
が
ら
な
い
が
、

ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
を
し
た
ら
い
い

の
か
な
ど
、
参
加
者
同
士
で
体
験
の
情

報
交
換
を
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

● 

父
親
会
の
特
徴
は
、こ
だ
わ
り
？

と
実
行
力

　

後
半
は
、
こ
の
お
や
じ
の
会
の
メ
ン

バ
ー
を
講
師
に
協
会
の
中
で
研
修
会
を

開
催
で
き
な
い
か
と
提
案
が
あ
り
、
そ

の
企
画
内
容
を
提
案
者
は
、
な
ん
と
11

も
の
候
補
案
を
用
意
し
、
そ
れ
を
も
と

に
、
検
討
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
父
親
の
会
の
特
徴
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
職
業
体
験
の
あ
る
父
親
か
ら
構
成

さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
柄
へ
の
、
こ
だ
わ
り
と
実
行

し
て
い
く
力
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
は
我
が
子
を
思
う
愛
情
の
表

れ
と
も
い
え
ま
す
。

● 
母
親
で
あ
る
妻
へ
は
無
限
の
感
謝

と
ね
ぎ
ら
い

　

出
席
者
か
ら
は
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時

代
に
は
平
日
は
働
き
づ
め
、
休
日
は
妻

か
ら
子
ど
も
の
ケ
ア
を
求
め
ら
れ
、
疲

労
の
あ
ま
り
時
に
は
対
立
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
い
う
発
言
が
あ

　

お
や
じ
の
会
は
１
９
９
０
年
代
に
ス

タ
ー
ト
し
た
そ
う
で
障
害
者
団
体
の
み

な
ら
ず
、
民
間
団
体
で
よ
く
聞
か
れ
る

役
員
の
引
き
受
け
手
が
少
な
く
、
一
時

期
活
動
が
停
滞
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
世
話
人
の
一
人
で
あ
る
元

栄
さ
ん
が
参
加
し
た
の
は
３
年
前
。
協

会
の
役
員
か
ら
「
協
会
へ
父
親
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
が
多
い
の
で
、
お
や
じ
の

会
で
交
流
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
請

が
あ
り
、
昨
年
７
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

飲
み
会
と
い
う
形
で
交
流
会
を
復
活
さ

せ
た
そ
う
で
す
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
の
様
子

　

７
人
の
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹

介
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
土
曜
日

夜
で
も
仕
事
が
あ
り
、
居
酒
屋
さ
な
が

ら
短
時
間
だ
け
顔
を
出
す
人
も
い
ま
す
。

　

施
設
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
、
一
般

就
労
の
子
ど
も
、
特
例
子
会
社
で
働
い

て
い
る
子
ど
も
な
ど
、
立
場
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
そ
し
て
、
父
親
自
身
の
仕
事

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

前
半
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人

的
な
悩
み
、
身
内
の
理
解
を
深
め
て
い

く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
制
度

が
あ
る
程
度
出
来
上
が
っ
て
い
る
よ
う

り
、
う
な
ず
く
人
も
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
退
職
し
、
第
２
の
人
生
を

歩
ん
で
い
る
今
、
妻
に
も
平
日
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
が
必
要
だ
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

● 

情
報
化
社
会
に
よ
る
家
庭
内
で

の
協
力
関
係
の
変
化

　

一
方
、「
今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
は
、
情

報
は
平
日
、
学
校
や
、
施
設
に
日
参
し

て
い
た
妻
が
得
る
し
か
な
か
っ
た
が
、

昨
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ラ
イ
ン
な

ど
で
情
報
を
得
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
、

そ
の
情
報
を
元
に
妻
と
共
に
、
子
ど
も

へ
の
支
援
内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

で
き
る
時
代
に
な
っ
た
」
と
話
す
方
も

い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

以
上
の
よ
う
な
思
い
は
、
障
害
分
野

の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
家
族
が
直
面
し

て
い
る
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
支
援
、

介
護
の
度
合
い
や
家
庭
環
境
が
違
っ
て

も
、
理
解
し
あ
う
努
力
を
し
て
い
く
こ

と
や
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
現
状
に
お
い

て
、
思
い
を
吐
露
し
、
共
有
し
、
気
軽

に
参
加
で
き
る
場
の
必
要
性
は
、
あ
ら

ゆ
る
人
に
と
っ
て
共
通
す
る
も
の
で
あ

り
、
誰
も
が
役
割
を
持
ち
、
助
け
合
う

地
域
共
生
社
会
を
推
進
し
て
い
く
原
動

力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。 

（
企
画
課
）
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２月26日～３月25日　　　
※新聞等掲載時点

〇横浜市 発達障害児の支援強化、
　　　　　　　　　　塩野義製薬と協定

　発達障害児やその家族への支援に向けて、横浜市
は塩野義製薬（株）と「子どもの未来支援」に関わる事
業連携協定を締結した。市によると、2020年度の発
達障害の診断件数は３千件超で10年前の約２倍、通所
支援事業所も５年前の2.5倍に当たる588カ所に増加
しており、提供サービスの維持・向上が課題となって
いる。
　今回の協定では、塩野義製薬（株）と連携し、放
課後デイサービス事業所等への研修などを協働で行
い、障害児支援の充実を図る。

〇伊勢原市　保育施設災害時助け合いへ
　保育施設が地震や風水害などで被災した場合、子ど
もたちを他の施設で受け入れることを定めた相互協定
を、伊勢原市と市保育協議会が結んだ。県内初となる。
　相互に保育を担うのは、協議会加入の保育所や小
規模保育施設の計12施設。
　子どもたちを守ることに加えて、災害時に医療従
事者らのエッセンシャルワーカーが、子どもの預け
先をなくして働けなくなる事態を防ぐ狙いもある。

〇児童虐待相談最多、
　　　　　児童福祉司増でケア拡充を

　児童虐待の相談件数が2020年度約20万件と過去最
大を更新する中、子どもや保護者に対するケアの拡
充が急務となっている。対応にあたる児童福祉司を
国は22年度までに人口３万人に対し１人を配置する
よう定めるが、人材不足もあり現時点で基準に達す
るのは36道府県（推計）にとどまる。
　各自治体では児童福祉司増を目指し、一般職員の
資格取得を金銭面で後押ししたり、採用試験の回数
を増やしたりさまざまな取組みを行っている。

〇こども家庭庁創設を閣議決定
　政府は、子ども政策の司令塔となる「こども家庭
庁」を創設する法案を閣議決定した。
　同庁は厚生労働省と内閣府に分かれる子育て支援
や虐待対策などを一元的に担う。厚生労働省から保
育や虐待防止といった業務を、内閣府からは少子化
対策や子どもの貧困対策などの事務を移し、2023年
４月に発足する。300人規模の体制を目指す。

〇横浜市 寿地区で単身高齢者へ支援拡充
　新型コロナウイルス感染症が急拡大したことを受
け、横浜市は寿地区の単身高齢者への支援を強化し
ている。
　同地区の感染者の多くが簡易宿泊所を利用する65
歳以上の単身者だったため、市は市寿町健康福祉交
流協会の協力を得て、同協会が備蓄している職員の
非常食提供や、見守りを始めた。また、認知症専用
の病床を約10床確保して入院調整を加速させるなど
の取り組みを広げている。

〇盲導犬連れた人 病院や飲食店受け入れて
　盲導犬ユーザが新型コロナウイルス感染症対策を
理由に、病院や飲食店での受け入れを断られるケー
スが報告されている。日本盲導犬協会は、病院関係
者向け講座で受け入れの際のポイントを伝えるな
ど、状況改善に向けて動き出している。
　2002年施行の身体障害者補助犬法は、不特定多数
の人が利用する施設では原則、盲導犬などの同伴を
受け入れるように定めている。しかし、利用を断ら
れるケースは少なくなく、コロナ禍によりその傾向
が顕著になっているという。
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❖家にあるもので楽しくしゃぼん玉遊び
　しゃぼん玉の道具は100 円ショップやホームセン
ター、玩具店、ネット通販で気軽に手に入れられま
す。すぐに割れずに長持ちしやすいしゃぼん液なども
販売され、それらを利用するのも一つの方法です。
　家にあるラップの芯や穴あきおたま、フライ返しな
ど、筒状のものや穴があいたものも、しゃぼん液をつ
けて息を吹きかけるとしゃぼん玉が作れるので、あれ
これ試してみてはいかがでしょう。また、ペットボト
ルやうちわでしゃぼん玉の道具を作り、遊ぶのも楽し
いです。

【ペットボトルで遊ぶ方法Ａ】
1. ペットボトルをカットし、ケガをしないように切り
口をテープなどで保護する
2.切り口にしゃぼん液をつけ、息を吹き込む

【ペットボトルで遊ぶ方法Ｂ】
1. Ａのペットボトルの切り口にガーゼや靴下をかぶ
せ、輪ゴムでとめる
2. ガーゼや靴下にしゃぼん液を染み込ませ、息を吹き
込む

【うちわで遊ぶ方法】
1. うちわの紙を剥が
し、骨だけにする。
紙が剥がしにくい
場合は水に浸して
おくと剥がれやす
くなる
2. うちわ全体にしゃ
ぼん液をつけ、ぱた
ぱたと振る

❖お風呂で体を洗いながらしゃぼん玉作り
　親子でお風呂に入ったら、手でしゃぼん玉作りに挑
戦しましょう。

【お風呂で遊ぶ方法】
1.  手にせっけんと水をつけ、全体になじませる
2. 親指と人差し指で○を作り、息を吹き込む
　手にせっけ
んが付いてい
ると、しゃぼ
ん玉に触った
り指を入れた
りしても割れ
にくいので、
試してみるの
も面白いです。

　外でしゃぼん玉遊びをする時は風向きを見て、近く
の家の洗濯物や布団、車などにしゃぼん玉がつかない
ように注意しましょう。
　また、しゃぼん液を吸い込む可能性がある小さな子
はストロータイプの道具を使うことを少し先のお楽し
みにし、手に持つタイプの道具で遊ぶと安心です。
しゃぼん液を飲み物と間違えて飲んでしまわないよう
に教え、目を離さないでくださいね。

 今月は
⇨ ＮＰＯ法人　ままとんきっず

がお伝えします !　

〈連絡先〉 〒214-0011 川崎市多摩区布田24-26
☎044-945-8662 FAX:044-944-3009
URL http://www.mamaton.jpn.org/

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者等の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

　春がきて花が咲き、新緑が芽吹いています。親子で
思いきり遊びたい季節ですね。
　そこで今回は、子どもはもちろん大人も夢中になる
しゃぼん玉遊びを紹介しましょう。
　息をゆっくり吹けば大きく、勢いよく吹けば小さく
作れるしゃぼん玉。虹色に光りながらふわふわと浮か
ぶ姿に心躍らせ、追いかけたりつかんだり、遊びの幅
がどんどん広がります。

親子でしゃぼん玉遊びを楽しもう！

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖

　今年で子育て支援活動29年目。お母さんたちが主体となって、親
子が集うサロン、グループ保育、一時保育、各種講座、産後サポー
ト、子育て支援センター、小学校での寺子屋事業、中学校での赤ちゃ
んふれあい体験事業などを運営。　情報誌・単行本の発行物は45冊
を超え、一部は海外でも翻訳出版。乳幼児から小中学生まで幅広い
子育て支援により、地域の活性化を目指し、活動の場を広げている。
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「
働
き
や
す
さ
」
を
テ
ー
マ
に
連
載
し
て
き
た
「
あ
な
た
の
職
場
」。
次
の
よ
う
な
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。「
私
た
ち
の
職
場
で
も
直
面
し
て
い
る
課
題
が
あ
る
」「
取
り
入
れ

て
み
た
い
」
と
の一
方
で
、「
取
り
組
み
の
背
景
等
を
も
う
少
し
知
り
た
い
」「
現
場
の
様

子
を
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
本
連
載
で
は
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
分
野
・

種
別
に
よ
る
特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
経
営
・
運
営
者
の
視
点
と
と
も
に
職
員
の
声
を

元
に
、
現
場
の
様
子
を
も
っ
と
伝
え
る
べ
く
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
拡
大
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
今
年
度
第
一
回
目
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
四
季
の
森
」
を
訪
ね
ま
し
た
。

管
理
者
自
ら
の
運
営
規
範
の
公
開
へ

　
「
そ
も
そ
も
福
祉
と
は
何
か
を
常
に
考
え

つ
づ
け
て
い
ま
す
。
年
を
取
り
、
体
力
が

落
ち
て
も
、
障
害
者
と
な
っ
て
も
お
互
い

に
支
え
合
い
、
自
己
実
現
が
で
き
、
充
実

し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
、
そ
ん
な
社
会
を
創
る
た
め
に
社
会
福

祉
施
設
が
お
手
伝
い
し
実
現
で
き
な
い

か
、
ど
う
し
た
ら
地
域
福
祉
が
進
む
の
か
、

常
に
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
き
ま
し
た
」

と
事
務
長
岡
田
茂
さ
ん
は
に
こ
や
か
に
語

り
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
（
以
下
、
老
健
施

設
）
は
、
そ
の
多
く
が
医
療
法
人
と
し
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
四
季
の
森
」

は
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
運
営
し
て
お

り
、
施
設
の
あ
り
方
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
、
家
族
の
み
な
ら
ず
、
地
域
に

必
要
と
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
の
持
つ
公

益
性
を
最
大
限
に
発
揮
し
た
運
営
を
行
う

に
は
、
そ
の
土
台
作
り
が
重
要
に
な
り
ま

す
。

　
「
老
健
施
設
は
、
法
的
に
は
確
か
に
通
過

型
施
設
と
い
う
位
置
付
け
も
あ
り
ま
す
が
、

生
活
を
支
え
る
役
割
、
退
院
後
も
視
野
に

入
れ
た
入
所
生
活
を
支
援
す
る
と
い
う
点

で
考
え
る
と
、
単
純
な
通
過
型
施
設
と
は

言
え
な
い
で
す
し
、
成
り
立
ち
か
ら
し
て

専
門
職
集
団
と
の
連
携
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト

を
最
大
限
生
か
し
て
運
営
す
る
に
は
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
連
携
、
協
働
を
視
野
に
入

れ
な
い
と
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
」
と
岡
田

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
、
考
え
が

違
う
集
団
で
あ
る
職
場
や
地
域
で
連
携
・

協
働
を
進
め
る
と
い
っ
て
も
、
一
見
さ
さ

い
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
弊
害
に
な
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
私
の
法
人
で
も
、
以
前
は
世
間
一
般
の

ど
の
職
場
で
も
悩
ま
し
い
問
題
と
な
っ
て

い
る
よ
う
な
、
互
い
に
挨
拶
を
し
な
い
、

建
設
的
と
は
言
え
な
い
相
互
批
判
等
が
あ

り
ま
し
た
。
部
門
ご
と
の
縦
割
り
の
弊
害

も
加
わ
り
、
職
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
取
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
意

を
決
し
、
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
や
め
る
よ

う
に
動
き
ま
し
た
」
と
、
運
営
規
範
（
図
）

を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま

し
た
。（
現
在
も
公
開
中
）

　

こ
の
10
年
近
く
前
に
作
っ
た
運
営
規
範

は
、
職
員
に
強
制
す
る
行
動
規
範
で
は
な

く
、
ま
ず
、
自
分
自
身
の
管
理
者
の
姿
勢

を
律
す
る
た
め
に
作
成
し
、
職
員
に
も
外

部
に
も
公
開
し
た
そ
う
で
す
。

職
場
の
文
化
と
し
て
根
付
か
せ
る

　

そ
の
後
、
挨
拶
を
推
進
す
る
「
あ
り
が

と
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
職
員
が
主
体
と

な
っ
て
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
に

も
職
員
か
ら
の
提
案
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、
い
く
つ
も
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

職
員
間
で
も
お
互
い
の
人
格
を
尊
重
し

あ
う
風
土
づ
く
り
へ
の
努
力
は
今
で
も
続

き
、「
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
基
づ
き
仕

事
を
し
て
い
る
職
員
が
現
在
17
人
い
ま
す

が
、
彼
女
た
ち
を
研
修
生
と
い
う
呼
び
方

を
し
た
場
合
、
即
座
に
職
員
と
呼
ぶ
よ
う

に
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
同
じ
職
場
で
同

じ
仕
事
を
し
て
い
る
仲
間
な
の
だ
か
ら
」

と
岡
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
対
応
は
、
職
員
間
だ
け
の

変
化
だ
け
で
は
な
く
、
施
設
で
生
活
す
る

利
用
者
が
敏
感
に
感
じ
取
り
、
利
用
者
は

日
本
人
職
員
を
含
む
全
職
員
へ
の
接
し
方

も
良
い
方
向
に
変
わ
っ
て
き
た
と
の
こ
と

で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
人
職
員
を
受
け
入
れ
た

こ
と
は
日
本
人
職
員
に
も
利
用
者
に
も
好

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
、
改
革
は
頭
で
理
解
で
き

る
働
き
か
け
だ
け
で
な
く
、
心
に
訴
え
、

理
解
で
き
る
働
き
か
け
が
重
要
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
ら
の
風
土
づ
く
り
が
あ
っ
て
は

じ
め
て
、
異
業
種
間
と
の
連
携
、
地
域
と

の
円
滑
な
協
働
が
で
き
る
と
言
い
ま
す
。

関
係
者
の
意
見
を
ま
と
め
て
い
く
個
別
支

援
計
画
を
よ
り
よ
く
作
成
す
る
に
は
、
こ

の
風
土
づ
く
り
が
大
変
重
要
だ
と
感
じ
て

い
る
そ
う
で
す
。

徹
底
し
た
情
報
発
信
と
職
員
提
案
の

積
極
的
採
用

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
相
談
、
苦
情
の

件
数
と
同
時
に
、
感
謝
さ
れ
た
件
数
も
公

開
し
て
い
ま
す
。「
県
が
行
っ
て
い
る
か
な

が
わ
感
動
介
護
大
賞
も
そ
う
で
す
が
、
利

用
者
や
家
族
か
ら
感
謝
さ
れ
た
こ
と
を
当

た
り
前
と
流
さ
ず
、
き
ち
ん
と
評
価
す
る

こ
と
が
職
員
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
環
境
に

な
る
。
苦
情
を
減
ら
そ
う
と
働
き
か
け
る

だ
け
で
は
な
く
、
感
謝
件
数
の
ほ
う
が
上

回
る
よ
う
に
し
よ
う
と
働
き
か
け
た
ほ
う

が
効
果
が
あ
り
ま
し
た
」
と
も
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
文
字
数
を
減

職
場
風
土
の
改
革
か
ら
始
め
た

医
療
と
福
祉
・
介
護
の
連
携
・
協
働
を
行
え
る
土
壌
づ
く
り　

―
（
福
）恵
愛
会　

介
護
老
人
保
健
施
設「
四
季
の
森
」（
横
浜
市
旭
区
）

あなたの職場
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ら
し
、
視
覚
に
訴
え
る
よ
う
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
作
業
に
着
手
し
、
誰
も
が
分
か
り
や

す
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

職
員
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た

　

ベ
ト
ナ
ム
人
職
員
４
人
は
、「
仕
事
は
厳

し
い
け
れ
ど
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
質
問
し
や
す
く
、
親
切
に
教
え
て
く

れ
ま
す
」「
自
分
た
ち
の
将
来
を
考
え
て
く

れ
て
い
て
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
の
勉

強
を
岡
田
事
務
長
自
ら
講
師
と
な
っ
て
教

え
て
く
れ
る
の
も
あ
り
が
た
い
。
職
員
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
」「
利
用
者
と
接
す
る
と
き

も
積
極
的
に
名
前
を
呼
ぶ
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
お
互
い
に
尊
重
し
合
い
ま
す
」
と

働
き
や
す
く
、
職
場
へ
の
信
頼
が
あ
る
こ

と
が
伺
え
ま
し
た
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
主
任
の
小

山
敬
さ
ん
は
、「
現
場
で
は
特
に
看
護
師
と

の
連
携
が
必
要
な
場
面
が
あ
り
ま
す
。
み

ん
な
で
取
り
組
む
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
気
軽
に
聞
け
る
環
境
は
、
す
で
に

こ
の
施
設
の
土
壌
で
あ
り
、
文
化
だ
と
す

ら
思
っ
て
い
ま
す
」
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

働
き
や
す
さ
と
職
員
の
自
発
性

　

老
健
施
設
と
い
う
、
福
祉
介
護
と
医
療

の
連
携
を
前
提
に
し
た
施
設
で
あ
り
、
ま

た
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
地
域
と
の
連

携
が
必
要
な
特
性
を
最
大
限
生
か
す
た
め

に
は
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
が
必
要
で

す
。

　

２
度
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
ク
ラ
ス
タ
ー
発

生
を
経
験
し
た
四
季
の
森
、
そ
の
試
練
を

乗
り
越
え
ら
れ
た
の
も
、
職
員
の
自
発
的

な
姿
勢
、
前
向
き
な
取
り
組
み
だ
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　

時
代
や
社
会
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

ま
す
。
築
き
あ
げ
て
き
た
風
土
を
基
盤
に
、

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
み
な
ら
ず
、

職
員
の
自
発
性
を
発
揮
で
き
る
職
場
に
し

て
い
き
た
い
と
岡
田
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま

し
た
。

（
企
画
課
）

＋
＋
＋
＋
＋
＋
運
営
規
範
＋
＋
＋
＋
＋
＋

１　

お
も
い
や
り
を
持
っ
て
人
と
接
す
る
こ
と

２　

平
等
の
精
神
を
持
っ
て
人
と
接
す
る
こ
と

３　

こ
だ
わ
り
を
捨
て
、
常
に
異
質
の
も
の
を

取
り
入
れ
る
こ
と

４　

特
別
な
事
よ
り
も
、
当
た
り
前
の
事
を
継

続
す
る
こ
と

５　

自
ら
挨
拶
が
出
来
る
社
会
人
で
あ
る
こ
と

６　

言
葉
遣
い
で
人
を
傷
つ
け
な
い
こ
と

７　

人
を
褒
め
る
こ
と

８　

約
束
は
守
る
こ
と

９　

利
用
者
様
及
び
職
員
の
人
権
を
擁
護
す

る
こ
と

10

不
正
行
為
・
虐
待
・
身
体
拘
束
は
し
な
い

こ
と

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和４年度

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

プラン 22
プラン33
プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料でスケスケールメリットをを活かしたた割安な安な保な保保険料険料でで
充実補償をご提供します充充実補実補償償をご提供補償をご提ご提供提供しますします！！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

◆加入対象は、社協の会員である
社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

保険期間１年

新型コロナウイルスを含む特定感染症に新たな補償が追加されました！

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

施設の感染症対応費用補償
休業補償から各種対応費用までワイドな安心

NEW

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

（SJ21-12224から抜粋）
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本
会
施
設
部
会
で
は
、
昨
年
「
新
型

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
施
設
長
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
回
答
が
あ
っ
た
過

半
数
の
施
設
で
何
ら
か
の
形
で
感
染
が

発
生
し
、
福
祉
施
設
で
も
大
変
な
苦
労

が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
回
答
の
中
で
、
平
時
と
異
な
る

状
況
に
、「
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

「
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
」「
職

員
の
ス
ト
レ
ス
」
な
ど
、
職
員
の
メ
ン

タ
ル
面
で
の
ケ
ア
を
危
惧
す
る
現
場
の

声
が
大
変
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
施
設
部
会
で
は
、
３
月
９

日
に
経
営
者
部
会
と
共
催
で
福
祉
施
設

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
心
理
学
の
専
門
家
と
し
て

長
年
本
県
の
児
童
福
祉
分
野
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
公
認
心
理
士
で
、
児
童
心
理

治
療
施
設
川
崎
こ
ど
も
心
理
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
か
な
で
施
設
長
（
本
会
児
童
福
祉

施
設
協
議
会
副
会
長
）
の
髙
田
治
さ
ん

で
す
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
職
員
の
精
神
的

な
状
況
、
対
応
方
法
な
ど
を
心
理
学
の

視
点
で
見
つ
め
、
効
果
的
な
対
応
方
法

を
考
え
て
い
く
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
で
し
た
。

　

研
修
の
前
半
は
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の

必
要
性
が
主
に
孤
立
感
と
拘
束
感
か
ら

生
ま
れ
る
こ
と
か
ら
「
孤
立
さ
せ
な
い

た
め
に
」、
ど
の
福
祉
職
場
で
も
あ
り
が

ち
な
「
拘
束
感
を
減
ら
す
」、
多
く
の
施

設
現
場
で
直
面
し
が
ち
な
「
バ
ー
ン
ア

ウ
ト（
燃
え
尽
き
症
候
群
）に
関
し
て
」、

多
く
の
会
員
施
設
が
困
っ
て
い
る
「（
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
）職
員
管
理
の
工
夫
」

な
ど
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
幅
広
い

課
題
に
対
し
て
心
理
学
の
視
点
で
わ
か

り
や
す
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、
ス
マ
ホ
を
使
い
こ
な
す

世
代
と
駅
の
伝
言
板
を
活
用
し
た
こ
と

の
あ
る
世
代
と
の
感
覚
の
違
い
な
ど
、

若
い
職
員
世
代
の
特
徴
や
職
場
の
チ
ー

ム
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
の
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
説
明

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
実
は

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
若
い
職
員
の
定
着
の
た
め
に

　
　

―
本
会
施
設
部
会
理
事
長
・
施
設
長
セ
ミ
ナ
ー
開
催

り
ま
す
。
そ
の
中
で
責
任
者
は
判
断
を

迫
ら
れ
、
施
設
と
し
て
情
報
発
信
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
出
て
き
ま
す
。

職
員
個
々
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
場
合

に
こ
そ
、
責
任
者
や
リ
ー
ダ
ー
の
姿
勢

が
問
わ
れ
、
そ
の
姿
を
職
員
は
見
て
い

る
と
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
忙
で
、
変
化
の
あ
る
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
時
間
を
創
り
出
し
、
あ

え
て
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
が
大
切
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
施
設
か
ら
は
、「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
策
と
い
う
と
何
か

ノ
ウ
ハ
ウ
に
終
始
し
が
ち
で
す
が
、
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
職
員
に
対
し
て
、

ま
ず
は
生
身
の
人
間
と
し
て
見
て
い
く

こ
と
が
改
め
て
重
要
と
認
識
で
き
ま
し

た
。
今
の
時
代
に
あ
わ
せ
た
対
応
を
心

理
士
の
視
点
で
行
う
と
い
う
点
は
、
非

常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
職

場
環
境
の
変
化
を
伴
う
事
態
で
す
。
髙

田
さ
ん
が
講
演
の
中
で
お
話
に
な
っ
た
よ

う
に
「
い
く
ら
考
え
て
も
、
い
く
ら
議

論
し
て
も
結
論
が
で
な
い
問
題
は
あ
る

も
の
。
そ
の
と
き
に
責
任
者
や
リ
ー
ダ
ー

が
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
が
で
き
る

か
が
、
若
い
職
員
含
め
、
職
場
で
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
（
企
画
課
）

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@ y a s u e - s e k k ei.co.jp
URL h t t p : / / w w w . y a s u e - s e kkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

講師の髙田施設長
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役員会の動き

◇ 理事会＝3月14日（月）①令和4年度
事業計画並びに収支予算（案）②令
和4年度資金運用計画（案）③社会
福祉センター管理運営規程の一部
改正規程（案）④個人情報保護規程
の一部改正規程（案）⑤特定個人情
報保護規程の一部改正規程（案）⑥
職員就業規程の一部改正規程（案）
⑦職員給与規程の一部改正規程
（案）⑧育児・介護規程一部改正規
程（案）⑨文書管理規程の一部改正
規程（案）⑩印章規程の一部改正規
程（案）⑪評議員会の招集⑫苦情解
決事業第三者委員の選任
◇ 評議員会＝3月30日（木）①令和4年
度事業計画並びに収支予算（案）

寄附金品ありがとうございました

【交通遺児援護基金】（一社）神奈川
県自動車会議所、（株）エスホケン
【子ども福祉基金】米満伸子、（株）エ
スホケン
【ともしび基金】そうてつローゼン
港南台店、米満伸子、天台宗神奈川
教区、県立茅ヶ崎養護学校吉田豊、
県立茅ヶ崎養護学校伊牟田直美、県
立茅ヶ崎養護学校
 （合計10件　3,339,083円）
【寄附物品】
シニアクラブていけん、武枝孝子
【ライフサポート事業】
〈寄附物品〉（Ｎ）セカンド・ハーベス
トジャパン
 （いずれも順不同、敬称略）

（福）木下財団　助成金募集

◇ 対象＝障がい者支援団体（但し、
加齢に伴う障がい（高齢者）を対象
としたものは除く）
◇ 内容＝施設の増改築・補修、また
は、備品・設備等の購入に必要な
資金の一部を助成
◇ 助成金額＝総額800万円、一件あ
たりの限度額25万円
◇ 申込＝5月1日（日）～6月6日（月）必
着（10月に決定、12月交付）
◇ 応募＝申請書類を郵送にて提出。
申請書類はホームページからダウ
ンロード

◇ 申込・問合せ＝（福）木下財団
　☎ 03－6222－8927 FAX 03－6222－8937
　 URL  ht tp://www.kinoshita-
zaidan.or.jp/

パソコンでもスマホでも
福祉タイムズ！

　福祉タイ
ムズのバッ
クナンバー
を本会ホー
ムページで
も掲載して
います。
　過去の号
を読みたい
方、パソコ
ンやスマー

トフォンで読みたい方、ぜひチェッ
クしてみてください。

福祉タイムズならびに本会HP
広告を募集しています

　本会では、本紙福祉タイムズなら
びに本会ホームページにて広告欄を
設け、さまざまな形で福祉活動に賛
同、貢献していただいております企
業・団体様をご紹介しています。
　この広告欄のご活用をご検討くだ
さいますよう、お願いいたします。
たとえば…。
○ 福祉施設の備品、福祉用具や車輛
の販売
○ 福祉分野の書籍・ＤＶＤ・パソコ
ンソフトの販売
○ 福祉系資格取得のための学校案内
○ 印刷、警備、各種保険、旅行会社
など、福祉事業の運営に関する
サービスのご案内　…など
◆福祉タイムズ
〈発行部数〉16,500部
〈配布先〉社会福祉施設経営法人・福
祉施設・相談支援事業者・民生委員児
童委員・地区センター・行政の福祉
関係部署・福祉系学校等の約4,000
カ所に配布
〈掲載価格（1回／税抜き）〉
カラー刷：30,000円
2色刷：10,000円～21,000円
※掲載回数により値段は変わりま
す。また、紙面の都合により相談さ

せていただく場合がございます。
◆本会ＨＰ
http://www.knsyk.jp/
〈サイズ〉　60×160ピクセル（固定）、
4ＫＢ以内
〈掲載料〉　1カ月10,000～11,000円
（税抜き）
〈掲載単位〉　1カ月～最長1年間（年
度内）
　月平均アクセス件数（「トップペー
ジ」ページビュー数）
 約155,600件（令和2年度）
◇ 問合せ＝どちらも総務企画部企画
課まで　☎ 045－534－3866
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れ
し
く
な
り
幸
せ
な
家
庭
に
な
る
。
幸

せ
な
家
庭
が
広
が
れ
ば
地
域
も
幸
せ
に

な
る
」
と
森
川
さ
ん
は
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

絵
本
の
魅
力
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る

と
、
少
し
考
え
ら
れ
た
あ
と
「
心
に
寄

り
添
っ
て
く
れ
る
、
元
気
を
く
れ
る
、

自
分
を
認
め
て
く
れ
る
、
未
来
を
見
せ

て
く
れ
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
絵
本
の
力
で
産
後
う
つ
だ
っ
た
方
が

元
気
に
な
っ
た
り
、
お
と
な
し
か
っ
た

子
ど
も
が
、
し
っ
か
り
本
読
み
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
見
て
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
、「
み
ん
な
の
絵
本
の
お
う

ち
」
に
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で

集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に

触
れ
合
い
や
助
け
合
い
の
関
係
が
生
ま

れ
、
太
極
拳
や
シ
ニ
ア
デ
ー
な
ど
の
活

動
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
絵
本
は
す
ご
い
な
ぁ
」
と
言
わ
れ
る

森
川
さ
ん
。
そ
の
絵
本
の
魅
力
を
多
く

の
人
に
伝
え
て
い
る
森
川
さ
ん
た
ち
の

力
も
す
ご
い
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
企
画
課
）

　

相
鉄
い
ず
み
野
線
い
ず
み
中
央
駅
近

く
に
「
み
ん
な
の
絵
本
の
お
う
ち
」
は

あ
り
ま
す
。

　

春
の
日
差
し
が
溢
れ
る
日
の
午
前
十

時
半
、
５
組
の
親
子
が
集
ま
り
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
た
の
は
、
音
楽
を
流
し
な
が

ら
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
「
コ
ン

サ
ー
ト
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」。
始
ま
る
ま
で

は
気
ま
ま
に
遊
ん
で
い
た
３
歳
ま
で
の

子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
代
表
の
森
川

美
代
子
さ
ん
の
朗
読
が
始
ま
る
と
一
斉

に
黙
り
、
絵
本
に
集
中
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
何
冊
か
読
み
30
分
ほ
ど
す
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
飽
き
て
勝
手
に
遊
び
だ

し
ま
す
が
、
そ
の
頃
に
な
る
と
お
母
さ

ん
た
ち
が
集
中
し
て
聞
い
て
い
ま
し

た
。
森
川
さ
ん
は
お
母
さ
ん
た
ち
に
届

く
本
を
選
び
、
言
葉
を
掛
け
て
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
お
母
さ
ん
た
ち
は
、「
子

ど
も
の
た
め
に
来
た
け
れ
ど
、
自
分
が

楽
し
か
っ
た
」、「
感
動
し
て
涙
が
出
そ

う
だ
っ
た
」、「
音
楽
を
流
し
て
聞
く
と

味
わ
い
が
あ
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

森
川
さ
ん
が
「
み
ん
な
の
絵
本
の
お

う
ち
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
令
和
２

年
。
そ
れ
ま
で
は
子
ど
も
向
け
に
英
語

で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
日
運
命

的
な
一
冊
の
絵
本
に
出
会
い
ま
す
。

　
「
今
日
Ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ
」（
伊
藤
比
呂
美

訳
）
で
す
。
た
ま
た
ま
書
店
で
こ
の
本

を
読
ん
だ
時
、
森
川
さ
ん
は
心
を
奪
わ

れ
涙
が
溢
れ
て
来
た
そ
う
で
す
。

　
「
も
っ
と
早
く
こ
の
本
に
出
会
っ
て
い

た
ら
、
子
育
て
中
に
出
会
っ
て
い
た
ら

あ
ん
な
に
不
安
に
な
ら
な
か
っ
た
。
楽

に
な
れ
た
の
に
」。
そ
う
思
っ
た
森
川
さ

ん
は
、
子
育
て
で
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を

抱
え
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
た
め
に
、
絵

本
の
言
葉
を
届
け
る
活
動
を
始
め
よ
う

と
決
心
し
ま
し
た
。
楽
し
い
絵
本
、
季

節
の
絵
本
、
自
分
を
見
つ
め
る
絵
本
を

中
心
に
読
み
伝
え
て
い
く
チ
ー
ム
を
作

ろ
う
と
決
心
し
、「
お
は
な
し
の
風
」
と

い
う
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、各
地
で
コ
ン
サ
ー
ト
リ
―
デ
ィ

ン
グ
を
開
催
す
る
活
動
が
認
め
ら
れ
、

「
み
ん
な
の
絵
本
の
お
う
ち
」
の
オ
ー
プ

ン
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
今
で
は
50
人

以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
お
母
さ
ん
が
笑
え
ば
子
ど
も
も
幸
せ

に
な
る
。
そ
れ
を
見
て
お
父
さ
ん
も
う

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
に
絵
本
の
言
葉
を
届
け
た
い
〜
大
丈
夫
だ
よ

「
み
ん
な
の
絵
本
の
お
う
ち
」
代
表　

森
川
美
代
子
さ
ん
（
横
浜
市
泉
区
）

コンサートリーデ ィングの様子
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ご意見・ご感想をお待ちしています！
バックナンバーはHPから

検索 神奈川県社協
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